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富士山ボランティアセンターニュース第71号

美しい富士山を後世に引き継ぐため、たくさんの人々が積極
的に清掃活動を展開しています。今回から富士山や周辺地域
で行われた美化清掃活動を紹介していきます。

山梨県立博物館「冨嶽三十六景」全四十六点一挙公開
期間：６月１３日（水）～ ７ 月 ９ 日 （ 日 ）

関連イベント：６月２５日（日）
冨嶽三十六景』についてかいじあむ講座 『

かいじあむ工房 『浮世絵を摺ってみよう』
●お問い合わせ山梨県立博物館（０５５-２６１-２６３１）
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「甲州三坂水面」

資料提供 山梨県立博物館

富士山憲章ニュース

今回は富士山や周辺地域における不法投棄を未然に防
ぐ取り組みについて紹介します。

富士山があなたの庭でも捨てますか●
「富士山があなた

の 庭 で も 捨 て ま す
富士か？」これは、

山麓地域へのゴミの
ポ イ 捨 て や 廃 棄 物
の不法投棄を未然
に 防 止 す る た め に
募集した「富士山環
境美化標語」の優秀

。賞作品です
山梨県では、こ

の標語を入れたマ
グネット式のステ
ッカーを、６５０
組制作し、富士北
麓地域の企業、Ｎ
ＰＯ団体、民間団
体、市町村等３０
団体で構成する 富「
士山麓環境美化推
進ネットワーク」
に配付しました。
それぞれの団体で

業務用車両に装着
していただき、地
域ぐるみでの監視
活動を展開してい
ます。

また、不法投棄
抑止効果を上げる
ため、市町村の協
力を得て、富士山
麓の１７箇所に警

告看板を設置し、意識啓発や監視強化を図って
います。

青いジャンパーの不法投棄防止パトロール●
積極的に富士山環

境保全活動を行って
いる「富士山麓環境美
化推進ネットワーク」メ
ン バ ー の 一 つ で あ る
（株 ）一水工業では、
全社員がスタッフジャ
ンパーを着用し、５月
から定期的な不法投
棄防止パトロールを実
施しています。初回の
５月１日は 県道富士北麓
公園線沿いの創造の森～
吉田口登山道中の茶屋付
近の清掃とパトロールを行
いました。

「富士山の番人一水工
業清掃中」と書かれた青
いスタッフジャンパー

タクシーも不法投棄防止に一役！
ネットワークメンバー「郡内タクシー
協議会」も協力しています。

富士山美化清掃活動

実施日 主催・参加団体 人数 活動内容

4月15日 学生ボランティア

企画集団ＮＵＴＳ

20名 県道７１号線付近清掃

（コーディネイト：富士山クラブ）

4月30日 富士河口湖町まち

づくりワークショ

ップ

155名 河口湖町民体育館～河口湖フィールドセン

ター区間清掃（2ｔトラック2台と軽トラッ

ク2台分収集）

5月1日 窪田理容美容専門

学校

18名 国道139号線富岳風穴前清掃310ｋｇ収集

（コーディネイト：富士山クラブ）

5月4日 マナスル・富士山

同時清掃

149名 国道１３９号線　本栖橋付近林道清掃

2,680ｋｇ（コーディネイト：富士山クラ

ブ）

5月12日 ドコモ・システム

ズ

21名 国道139号線　御殿庭付近清掃280ｋｇ（コ

ーディネイト：富士山クラブ）

5月13日 特掃戦隊５３ＨＥ

ＲＯ

37名 国道139号線　県境付近清掃

510ｋｇ(コーディネイト：富士山クラブ）

5月14日 富士河口湖町西湖 80名 西湖畔の草取り作業

5月18日 ガリバーインター

ナショナル

31名 国道139号線　本栖橋付近林道清掃1,260ｋ

ｇ（コーディネイト：富士山クラブ）

5月19日 キャリエールホテ

ル旅行専門学校

145名 県道71号付近清掃　790ｋｇ

（コーディネイト：富士山クラブ）

富士吉田西ロータ

リークラブ

36名 旧富士山自動車道冨士浅間神社～東富士五

湖道路交差点清掃（可燃物３００ｋｇ　不

燃６７０ｋｇ　粗大ゴミ１３８０ｋｇ）

5月20日 小立小学校 312人 八木崎公園清掃

生長の家 38人 船津登山道清掃

5月21日 立正佼成会 50人 精進湖畔清掃　可燃10袋　不燃８袋



もうすぐ夏山シーズン
富士山ボランティアセンター主催イベント参加者募集！

●富士山エコトレッキング
「富士山にゴミを持ちこまない、捨てない、気づいたゴミは拾う」という趣

旨のもと、富士山の自然・歴史に関する解説を聞きながら
散策し、清掃活動を行うものです。ぜひご参加ください。

富士山憲章五合目重点キャンペーン●
登山や観光で五合目を訪れた方々に、「富士山憲章」を周知するキャ

ンペーンです。美しい富士山を未来に引き継ぐために、啓発物品の配付
等をボランティアで協力していただける方を募集します。

実施日時：７月１９日（水）～２１（金） ２７日（木）～３１（月）
９：３０～１６：00（集合から解散まで）

集 合：富士ビジターセンター前広場
募 集：７月１２日（金）締め切り

富士山憲章
1. 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。

1. 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。

1. 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。

1. 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。

1. 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。

平成10年11月18日 山梨県・静岡県

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や行動規範
を示し、環境保全の実践活動を呼びかけ、国民的な規模で運
動の展開を図っていくことを目的とします。
富士山ボランティアセンターニュース発行：

山梨県観光資源課富士山山岳担当富士山ボランティアセンター

（富士ビジターセンター内）〒４０１－０３０１
山梨県南都留郡富士河口湖町船津剣丸尾６６６３－１

TEL 0555-20-9229 FAX .0555-72-4114
E-mail：fujisan@eps4.comlink.ne.jp

http://www.yamanashi-kankou.jp/fujisan3776

富士山の環境保全関連情報
をお寄せください

募集する内容と掲載媒体
①富士山環境保全におけるイベント告知

及び参加者募集情報
※富士山ボランティアセンターニュース（毎月１回発行：１日）

※富士の国やまなし観光ネットメールマガジン

｢富士山の環境保全｣（毎月2回配信：１日・１５日頃）

②富士山美化清掃活動に関する報告
※富士山ボランティアセンターニュース（毎月１回発行：１日）

お寄せいただいた情報は、主に、

平成１８年４月にＯＰＥＮした「富

士の国やまなし観光ネット」から発信します。富士山環境保

全関連情報を広くお知らせし、多くの人に富士山環境保全

に係わる機会をもっていただきたいと考えております。

富士山レンジャーレポート 富士山ボランティアセンター
からのお知らせ青木が原樹海の自然を守るために

青木ヶ原樹海は溶岩洞穴等や特異な原生的
な自然が残る地域で、その多くが自然公園法
の特別保護地区に指定されています。近年、
青木ヶ原樹海でのエコツアーの実施が増えて
おり、その参加者は年間で 万人以上と推定5

。 、されています 利用者が集中したことにより
踏み付けなどによる植生の損傷等の影響が一
部であらわれてきました。このため山梨県、
地元市町村、エコツアー事業者などの関係団
体が共同で「富士山青木ヶ原樹海等エコツア
ーガイドライン」を平成 年度に策定し、自16
然環境への負荷を極力減らした形での持続可
能な利用を呼びかけています。
エコツアー事業者はエコツアーガイドライ

、 。ンを遵守し 樹海の環境保全に努めています
しかし、一部の利用者の中には問題となる行
動をしている人がいるようです。
巡回の際によく見かけるものとして つが2

１つ目はビニールテープによるあります。まず
です。登山道や遊歩道など利用可能マーキング

な ル ー ト か ら 外 れ
て、興味本位で樹海
の内部に入る利用者
が、迷わないために
ビニールテープでマ
ーキングをしている
ようです。その多く
がそのまま放置され
ていて景観を損ねて
います。赤や黄色、
青などの色のテープ
は非常に目立ち自然豊かな樹海の景観を損う
だけでなく、分解されることなくいつまでも
ゴミとなって残ってしまいます。

です。大室山２つ目は樹海での野営と焚き火
麓ブナ広場などで焚
き火の跡を見かける
事があります。樹海
で野営をする際に暖
をとるために焚き火
をしている者がいる
ようです。直火での
焚き火は土壌生物や
植物を焼いてしまう
などの影響を与える
だけでなく、火の不始末から山火事を発生さ
せてしまう可能性もあります。

つともエコツアーガイドラインでは禁止2
されている行為です。樹海の自然を守ってい
くためにも、一般の利用者もこのガイドライ
ンに定められた行為規範を守り行動しましょ
う。
※エコツアーガイドラインの内容は（http://www.yamanas

lhi-kankou.jp/fujisan3776/fujisan3776009.htm）

山中湖に暮らすハクチョウの家族

山中湖に通年生息するコブハクチョウが、子育ての時
期を迎えています。今年は13羽の雛が山中湖で誕生した
ようです。

5羽の雛を
連れて泳ぎの
練習中。

日時・集合 コース 募集

７月１５日（土）

８：３０～１５：００

集合場所

富士ビジターセンター

精進口登山道

五合目～

三合目樹海台駐車場

３０名

７/６

締め切り

先着順

８月８日（火）

７：４０～１５：３０

集合

パインズパーク

吉田口登山道

中の茶屋～五合目

３０名

７/３

受付開始

先着順


